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夏季関東平野 にお ける積乱雲 の 発生特性

一
晴天 日に観 測 された フ ァ

ース トエ コ ーの 統計的 な特徴
一

小林文 明 ・今 井真希 （防大地球）

1．は じ めに

　夏季晴天時に関東の 平野部で しばしば積乱雲が発

生 ・発達する，日射の加熱に よ り山岳域で 発生する

対流が狭義の熱雷であ るの に対 して ， 平野部では広

義の熱雷すなわ ち水平対流に よる積乱雲が形成 され

る．し か しなが ら， 平野部におけ る積乱雲 の 発 生過

程，特にそ の トリガーにつ い て は不明な点が残 され

て い る．また ， 都心周辺 で発生 ・発達する積乱雲は ，

都市型洪水，都市型豪雨の観点か らも注 目され る．

本研 究 の 昌的は ， 南関東にお ける積乱雲の発生 に関

して ，  積乱雲初期エ コ
ー

の 出現特駐，   雲の 発生

と初期 エ コ
ーとの 関係，  積乱雲の発達，寿命と初

期エ コ
ー

との 関係等を明 らかにするもの で ある，

2．フ ァ
ー

ス トレ ーダーエ コ
ー

　 X バ ン ドレ
ーダー

でみた積乱雲の初期エ コ ー （積

乱雲の
“

芽
”
）を，フ ァ

ース トレ
ーダー

エ コ
ー

（以下，

フ ァ
ー

ス トエ コ
ー
）とよぶ，本研究では ， 夏季 （7

月 〜8 月）晴天 日に レ
ー

ダ
ー

レ ン ジ 内 の南関東で 発

生 した フ ァ
ー

ス トエ コ
ー

を議論 する．解析対象 日お

よび フ ァ
ー

ス トエ コ ー
は次の よ うに定義した．

・解析対象 日 ： 総観的な擾乱が なく，夏型で 晴れの

　 日 （大手町 の 最高気温 が 30℃以上）で南よ りの 海

　 風が卓越 した 目

・フ ァ
ー

ス トエ コ
ー

： 最盛期に レ
ーダー反射強度

　 28dBZ 以 上を有 し た対流雲 の エ コ
ー

を さか の ぼ

　 り1 最小受信感度 （16dBZ ）が最初にみられた も

　 の．ただ し 2 次的なエ コ
ー

，移動 してきたエ コ
ー

，

　 エ コ
ー周辺 で 再発達 した もの は除去 した 。

こ の よ うな条件下 で 検出された，1999 年か ら 2008

年ま で 10 年間の フ ァ
ー

ス トエ コ ー
に つ い てそ の 出

現特性を議論する．

3．フ ァ
ー

ス トエ コ ーの 出現特性

　 1999年か ら 2006年まで の 5 夏季間 ， 計 85 日の解

析対象 日に検出され た約 500個の フ ァ
ー

ス トエ コ
ー

に つ い て 示す ．図 1 は フ ァ
ー

ス トエ コ ーの 発生時刻

を示 して お り，09 時か ら 23 時ま で発生 が確認 され

たが ， 11 時か ら 17時の 間集中してい たこ とがわ か

る．塗 りつ ぶ しは都心 （23 区）で発生 したフ ァ
ー

ス

トエ コ
ーを示 してお り，同様 に 11時か ら 17 時に高

頻度で あるこ とがわかる．図 2は フ ァ
ー

ス トエ ： t・一

の 発生分布を、10   X10   の領域における 1 日 あ

たりの発生密度で表 したもの で ある 。 相対的に フ ァ

ー
ス トエ コ

ーの発生頻度の高い 領域は ，丹沢山系，

房総半島 多摩，都心，千葉市で認め られ ， そ の 値

は 0，1個／日を越 えた，特に，頻度が高か っ た の は，

丹沢周辺 と東京 23 区北西部で あっ た．
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図 1　 フ ァ
ー

ス トエ コ
ー

の 時刻別発生頻度，塗 りつ ぶ

　　　しは都心におけるエ コ
ー

頻度を示す、
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図 210kmX10 　km の 領域 に お け る 1 目あ た りの

　　 フ ァ
ース トエ コ

ー
の 発生密度分布．
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